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● ACアダプターが傷んだり，
　　コンセントの差込が緩んだり
　　するときは使用しないでください。
　　感電・ショート・発火の原因に
　　なります。

　

●お手入れの際は必ずACアダプター
　をコンセントから抜いてください。
　また、濡れた手で抜き差しをしない
　でください。
　感電やけががすることがあります。

●改造しないでください。また、修理
　 技術者以外の人は，分解しないで
　 ください。
　 火災・感電・けがの原因となります。
　 修理はお買い上げの販売店また
　 は弊社のサービスセンターに
   ご相談ください。

●付属のACアダプター以外は使わ
　 ないでください。
　火災・感電・故障の原因になります。







組み立てかた

●ガードや羽根をはずしたまま高さ調節ボタンを押さないでください。
　モーター部が飛び出して危険です

●組み立てる前にACアダプターを差し込まないでください。
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　●組み立て前や組み立て中に高さ調節ボタンを押さないでください。
　　モーター部が飛び出して、けがをする恐れがあります。

1 スタンドベースとスタンドポールを組み立てます。

①固定リングをスタントホールから外してください。
②電源ケーブルをスタンドベースの穴へ通してく
ださい。

③平らな安定した場所に置いたスタンドベース
の前部の穴に、スタンドポールの前部を差し
込みます。

④スタンドポールを押し込み、スタンドベースに
確実にはめ込んでください。

５固定リングを「時計回り」方向に回して締め付
け、スタンドポール底部に確実に固定してくだ
さい。

ご
注
意

スタンドポールをスタンドベースに差し込むときは、高さ調

節ボタンを押さないようにご注意してください。

指や手を挟まぬようご注意ください。 固定リング

③

後ガード

モーター部

取っ手

モーター軸 ガード締め付けナット
（時計回り）

スピンナー
（反時計回り）

羽根

前ガード

スタンドポール

2 モーター軸のチューブを外します。

チューブ

モーター部

モーター軸

●チューブは扇風機を保管するときにモーター

軸の保護に再使用します。

捨てずに保管しておいてください。

組立て図 チューブ
（組み立てる時抜き取る）
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羽根を取り付けます。

前ガードを取り付けます。

前ガードを外すときは

スリップ止め

●羽根のスリップ止めの溝とモーター軸にある

スリップ止めのピンが合うようにして羽根を

差し込んでください。

スピンナーを「反時計回り」方向へ回し、羽根

を確実に固定できるまでしっかり締付けてく

ださい。

●前ガードのフックを後ガードのマークに合わせ

て掛け、前ガードを押さえて後ガードの全周を

ガードリングに確実にはめ込んでください。　

　　前ガードと後ガードを挟み込むようにガードク

リップを確実に止めてください。

●ガードクリップを外し、ガードリングの真下を手

前に引き、前ガードを外してください。

●ガードはその役割上、外れにくいよう設計され

ていますので、取り付けや取り外しの際には

ややカ強く行って下さい。

3 後ガードを取り付けます。

ご
注
意

ガード
締め付け
ナット
（時計回り）

しまる

後ガード

丸穴突起部

●モーターカバーの突起部と後ガードの丸穴

を合わせてはめ込みます。

ガード締め付けナットを「時計回り」の方向へ

回し、後ガードをモーターカバーに確実に固

定できるまで締め付けます。

ガードと羽根が組み立てられていない状態では、モーター部は

バネの力で上方を向き不安定な状態となります。手や指を挟ん

だり、ケガなどしないようにご注意ください。

しまる

後ガード

スピンナー
（反時計回り）

羽根

前ガード

後ガード
ガードリング

「合わせマーク」は、
後ガードの真上に
あります。

ガードクリップ

フック

6 ACアダプターコード収納

本体コードとACアダプターコードを確実に接続して、
コード収納部にいれてください。
コードがベースで踏むなどして、コードに傷がつかない
ように必ず図のようにコードを通してください。

●

●

ご
注
意

長時間を使用すると、ＡＣアダプターが熱くなりますが、

故障ではありません。

6



使いかた

操作部

７

本体操作パネル

h

h

h

h

ＦＴＳ３０－Ｄ１３

リモコン

電源 風量

タイマー 首振

モード

　　　【ＦＴＲＤ１３】ＦＴＳ３０－Ｄ１３

入/切
風量

約90秒

ACアダブターを交流100Ｖのコンセントに根元まで確実に差し込んでください。ACアダプターが　
コンセントに差し込まれた状態では、僅かに待機電流が流れているために極めて小さな音
（ジー音）がすることや操作パネルが少し熱くなることがあります。

注 意

操作ボタンの使いかた
このボタンを押すことで、電源の入/切と風量の選択ができます。
ボタンを押すたびに下図のように風量が切り替わり、
「微」、「弱」、「中」、「強」風の選択及び電源の入/切
ができます。
また風量選択時には、パネルの表示ランプが点灯し、
風量を表示します。

首振り
このボタンを押すと首振りします。もう一度押すと首振りが止まります。
（運転中のみ使用可能です。）

このボタンを押すとOFFタイマーが作動し始めます。
●タイマーの設定時間は、ボタンを押すたびに図のように切り替わり、
表示ランプ が点灯します。
●設定時間が経過しますと表示ランプは消え、自動的に運転が停止します。

1 2 4

タイマーOFF
（連続運転）

時 間

中 強弱

入/切
風量

タイマー

６

微入

切

モード 押すと「リズム風」に切り替わり、表示ランプが点灯します。



８ 

●リモコン用ボタン電池 型式： CR2032, 3V

電源 風量

タイマー 首振

モード

● 持ち運ぶときは高さを一番低い位置にしてモーター部の
　　取っ手を持って運んでください。その際、ガードの中に指が
　　入らぬよう充分気をつけてください。

● 首振り運転中に無理やりガードを動かしたり、固定させたり、
　　首振りを妨げたりしないでください。　

+

電源 風量

タイマー 首振

モード

　　　【ＦＴＲＤ１３】ＦＴＳ３０－Ｄ１３

リモコンの操作のしかた

1．リモコンに電池を入れます。

● ツメ部分を矢印方向に押さえながら電池ホルダーを引き抜きます。

● 電池を正しく入れます。必ず    面を上にしてください。

風向きの変えかた

●風向きを上下に変えたいとき

　　モーターケースを持って上下に変えます。

●風向きを左右に変えたいとき

　　モーターケースを持って左右に変えます。

ご
注
意

2．　リモコンをスタンドの受信部に向けて、お好みのボタンを押します。

3．　リモコンホルダーについて

●リモコンで操作できる距離は受信部正面で約3ｍ以内です。受信部に対
して斜めになるほど、操作できる距離は短くなります。

※ インバータ照明器具を使用している部屋では、リモコンで作動しない場合があります。

　

●送信部と受信部の間に障害物がないようにしてください。
●リモコンを落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
●リモコンの操作距離が短くなったら新しい電池と交換してください。
●乳幼児やお子様が誤まって電池および電池ホルダーを飲み込まないようにご注意ください。
●リモコンに液状のものをかけたり、落としたり、踏んだりしないでください。故障の原因になります。
●長時間使用しない時はボタン電池を外してください。

　●リモコンはリモコンホルダーに収納ことが出来ます。リモコンの紛失防止のた
めリモコンホルダーに収納することをおすすめします。

高さ調節
ボタン

高さ調節ボタンの使いかた
●高さ調節ボタンを押しながら、スライドパイプを上また

は下にスライドし、お好みの高さに調節してください。

● 羽根・ガードをつけずに高さ調節ボタンを押した
り、モーターを運転しないでください。モーター部が
飛び出して、けがをする恐れがあります。

警告

● 高さの調節時や風向きを変えるときなど各部の
すき間に手や指を挟まらないようにご注意ください

注意

●持ち運びする場合には、スライドパイプを一番下に
　 押し下げて固定してください。



ガード締め
付ナット
（反時計回り）

（時計回り）

ACアダプターを






